
日
本
道
路
　
　

　
　
　
　︵
６
・

︶

小
棹
　

ふ
み
子
氏

︵
こ
さ
お
・
ふ
み
こ
︶

社外取締役
　

抱
負

社
外
取
締
役
の
役
割
は


企
業
の
全
て
の
ス
テ

ク
ホ
ル
ダ

の

付
託
に
応
え

企
業
価
値
の
持
続
的
な

向
上
を
達
成
す
る
た
め

中
立
的

客

観
的
な
立
場
か
ら
見
解
を
提
供
し

グ

ル

プ
シ
ン
ク
に
陥
ら
な
い
こ
と
を
担

保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

経
営
陣

が
経
営
戦
略
を
ス
ピ

ド
感
豊
か
に
策

定

実
行
す
る
こ
と
を
支
援

監
督
す

る
こ
と
が
責
務

ま
た

ダ
イ
バ

シ

テ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
も


私
が
培

た
経
験
か
ら
の
視
点
や
新
し

い
切
り
口
で
忌
憚
︵
き
た
ん
︶
な
く
意

見
を
述
べ

よ
り
一
層
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い


　
寸
描
明
朗
闊
達︵
か

た
つ
︶

労
を
惜
し
ま
な
い
人
柄
で
多
く
の
人
か

ら
信
頼
を
集
め
て
き
た

か
つ
て
の
職

場
に
あ

て
は
﹁
女
性
初
の
○
○
﹂
を

多
く
経
験
し
道
を
切
り
開
き

後
ろ
に

道
を
つ
く

た

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

た
判
断
力
は

行
政
機
関
の
ト

プ
と

し
て
危
機
管
理

人
材
育
成
な
ど
組
織

運
営
で
発
揮
さ
れ
た
実
績
が
あ
り

現

在
で
も
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る

一

方
で

書
道
の
達
人
の
一
面
を
持
ち


凛
︵
り
ん
︶
と
し
た
シ


プ
な
書
体

は
多
才
な
和
に
通
じ
る
一
端
を
う
か
が

わ
せ
る

会
社
経
営
に
お
い
て
も
幅
広

い
課
題
の
把
握
と
そ
の
分
析
力

審
美

眼
は
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
発
揮
さ

れ
る


　

趣
味

ガ

デ
ニ
ン
グ

書
道

　

座
右
の
銘

温
故
知
新

　

略
歴

１
９
７
３
年
４
月
国
税
庁

入
庁


年
３
月
東
京
理
科
大
理
学
部

卒

２
０
１
１
年
７
月
関
東
信
越
国
税

局
行
田
税
務
署
長


年
７
月
東
京
国

税
局
調
査
二
部
次
長


年
７
月
同
日

本
橋
税
務
署
長


年
８
月
税
理
士
登

録
・
小
棹
ふ
み
子
税
理
士
事
務
所
︵
現

任
︶


年
６
月
飛
島
建
設
社
外
監
査

役


年
３
月
建
設
技
術
研
究
所
社
外

取
締
役
︵
現
任
︶

同
年
６
月
メ
タ
ウ



タ

社
外
取
締
役
︵
現
任
︶



年
７
月
ト

エ
ル
社
外
取
締
役
︵
監
査

等
委
員
︶
︵
現
任
︶


年
６
月
か
ら

現
職

群
馬
県
出
身


年
４
月

日

生
ま
れ


歳

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